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広嶋おおぜ 2∞512月号
年末年始の業務力レンダー

年来年婚の業務カレンダー I 
業 務 問い合わせ先

印鑑登録証明書の交付 本本(市庁庁内で全市交域民分付課を) 

市住民票・ 戸籍等の交付
本庁市民課

役 転出 転入届
長浜支所市民福祉課

肱川支所市民福祉課
所
戸 草書 届 出 河辺支所市民福祉課

窓 (出生・死 亡 など)

口 本庁会計課

会計事務(支払い・収納)
長浜支所総務課

肱川支所総務課

河辺支所総務課

図書館 (大洲) 図書館(大洲)

長 j兵 図 書 館 長浜図書館

肱 )11 図 書 館 肱川 図書館

市 Jj_ 1専 物 館 市立博物館

麿 館|歌 麿 館

大 洲 洲 城

臥 青E 山 荘臥 青E 山 荘

燃やすごみの収集

本庁保険環境課
環燃やさないごみの収集

長浜支所市民福祉課

境 有 害
」

み
肱川支所市民福祉課

'-
河辺支所市民福祉課

資源ごみ(缶 ・びん・発泡

スチロールペットボトル)

J 

み の 焼 査H 環境センタ、一

埋 立
」

み 不燃物埋立地ιー

市立大洲病院 市立大洲病院

24-2111 

24-2111 

52-1111 

34-2311 

39-2111 

24-2111 

52-1111 

34-2311 

39-2111 

24-4419 

52-1111 

34-2307 

24-4107 

34-2181 

24-1146 

24-3759 

24-2111 

52-1111 

34-2311 

39-2111 

26-1615 

24-7053 

24-2151 

|12勺12/28
(火) I (水)

のみ

1/4 
(水)

仁二コ 通常業務 亡 二]・ 休み 仁二ゴ 業務内容に制限あり 仁二コ 時間制限あり

し尿くみ取りの申し込みは、地区の担当業者

に直接連絡してください。

12月12日(月)までに申し込みがあれば、年内

に収集可能です。できるだけ早めに申し込みを

お願いします。

※12月28日(水)午後から 1月3日(火)まで休み

担当地区

肱南 ・久米・平野・南久米

徳森(城・野久保 ・野田・土肥)・菅田 ・

大川・柳沢・肱川・河辺

肱北・喜多(五郎5区・慶雲寺を除く)

新谷 ・三善・五郎5区・慶雲寺-八多喜の

部・徳森(中山東・中山西・小鳥越・西松ケ花)

上須戒-八多喜(表米津、湯の子の一部)・

長浜

業 者名 電話番号

上石衛生社 24-2655 

大洲喜多衛生業共同企業体 25-2314 

債)中村衛生社 25-6150 

(有)脇坂衛生 43-1861 

(有)青松興業 52-0472 

2一一一



同おおず 2∞512月号
大洲市議会議員選挙

市
民
の
期
待
を
背
貨
い

駒
人
@

自
由

解
散
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

9
月
白
日
告
示
、

月
2
日
(
日
)
に
投
票
が
行
わ
れ
、
同
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

前
職
ロ
人
、
一
苅
職
ロ
人
、

新
人
6
人
が

市
議
会
議
員
に
!

今
回
の
選
挙
は
、
定
員
初
人
に
対

し
て
前
職
同
人
、
元
職
凶
人
、
新
人

が
9
人
の
計
鈎
人
が
立
候
補
す
る
激

戦
で
し
た
。

投
票
は
、

叩
月
2
日
(
日
)
午
前
7

時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
(
一
部
の
投

票
所
を
除
く
)
市
内
印
投
票
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
有
権
者
数

は、

4

1
，

6
5
1
人
で
投
票
者

3
3，
9
3
5
人
(
期
日
前
投
票

4
，

9
7
6
人
を
含
む
)
、
有
効
票

は

3

3，
7
2
8
票
、
投
票
率
は

剖
・

U
%
で
し
た
。

開
票
は
、
同
2
日
午
後
9
時
か
ら

長
浜
体
育
館
、
肱
川
公
民
館
、
河
辺

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
3
会
場
で
、

午
後
9
時
初
分
か
ら
は
本
庁
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
翌
日
午
前
0
時
日
分

に
初
人
の
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。
党
派
別
の
内
訳
は
、
自
民
党
口
人、

公
明
党
1
人、

共
産
党
1
人
、
無
所

属
げ
人
と
な
り
ま
し
た
。

投票率一覧

有権者数 投票者数 投票率

男 19，487人 15，695人 80.54% 

女 22，164人 18，240人 82.30% 

合計 41，651人 33，935人 81.47% 
10 

※4選挙区合計の数値

暴鍾宣..  
事膏開

所属

無所属新

公明党前

無所属元

自民 元

自民新

無所属新

自民 元

無所属元

自民元

無所属元

自民元

自民 元

自民新

自民前

共産元

自民前

自民元

自民前

自民前

自民元

無所属新

美
一
之
一
憲
一
明
一
男
一薫一

司
一
猛
一
本
一
平
一
保
一
豊
一
日
一
日
一日

出

子

一

節

一

公

候補者氏名

上田栄

桝田和

中野寛

向井 敏

山 本光

福積 章

後藤武

武田雅

吉岡

有友

舌岡

水本

西村

村上

大

山

正

昇

野
一下一
泉

一水
一
田

一岡

一野

小
一清
一
押
一
下

一矢

久

開
一
川
市
一
川
市
一
川
一

m
E
m一四
一山
一川
一
肌
一
川
一

m
E
m一川
一例

972 

862 

当
一
当
一
当
一
当
一
当
一
当
一
当
一
当
一
当
一
当
一
当

一当
一
当
一
当
一
当
一
当

一当

一当

所属

無所属前

無所属前

無所属前

無所属元

無所属元

無所属前

無所属前

無所属前

候補者氏名

宮本増憲

叶岡広志

矢間 一義

二宮 淳

中野茂明

岡 孝志

中堅太郎

敦弘

田

東

得票数

989 

824 

913 

835 

812 

767 

911 

当

一当
一
当
一
当
一
当
一
当

一当

656 

当

一当
一
当

必

所属

無所属新

無所属前

無所属新

無所属新

無所属前

:;;;1-;;石盈担斗

候補者氏名

大野立志

岩田忠義

安 川 哲生

寺岡 修

二 宮秀

~ ­
得票数

613 

504 

440 

320 

318 

所属

無所属前

無所属前

無所属新

=1';;:;-盈L

候補者氏名

古野青弘

梅木良 照

稲田 秀

梅木加津子

清 水 美孝

得票数

398 

232 

140 

当
一
当

861 
共産前

無所属元

128 

選管最終、あん分票は小数点以下切り捨て61 

一一一 3



広幅おおぜ 2∞51'2月号
交通事故防止マップ

今年、市内では4件の交通死亡事故が発生、 4人の死者が出ており、いず
れも65歳以上の高齢者の方が犠牲になっております。続発する交通事故に歯
止めをかけるため、 一人 人が安全運転に心がけましょう。

高齢者の笛三'5.h.~ … ご近所でも気をつけて … 
毎年、高齢者の方が交通事故により貴い命を失っています。特に、老人ク
ラブ、に入っていない方や交通安全教育を受けていない方が、自宅から500メー
トル以内の身近な場所で歩行中、または道路横断中に被害にあうことが多い
ようです。

いつも通る道だからと油断することなく、一歩でも家の外に出たら車の動
きに十分注意し、車が来ないことを確かめてから横断するなどの注意をして
ください。
また、夜間歩く時には光るものを身につけて下さい。市では市民の皆さん
を対象に反射タスキを無料で差し上げていますので、希望される方は本庁総
務課をはじめ市内の各支所、公民館、自治センターなどにお越しください。

高齢者以外の笛ðh.~ …交通事故を話題に
家族や親戚、ご近所など、身近におられる高齢者の方に交通事故が多発し
ていることを教えてあげましょう。そして、自宅近くの道路を横断するとき
に気を付けることや自動車、自転車、バイクなどを運転するときには、皆さ
んからもやさしく一言掛けてあげるなど、お互いに身近なところから交通事
故をなくしましょう。

ドフイバーの皆ðh.~ …予測した運転を
歩行横断中に車やバイクと衝突して、亡くなる高齢者の方が増えています。
高齢者は、歩行速度が遅い上、走行してくる車やバイクの速度や距離の判断
が出来ないまま横断することがあります。歩行者横断禁止の道路であっても、
横断する高齢者があることを忘れず、安全運転を心がけましょう。

4ーー一一



広積おおぜ 2∞512月号
~通事故防止マップ
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醐おおず 2∞512月号
災害!こ強いまちづくり

( 地震災害に備えよう l 
-
内
部
被
害
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因

調
査
数
1
3
0
人

阪神・淡路大震災における震度7の地域では、住宅
の全半壊をまぬがれたにもかかわらず、全体の約6割
の部屋で家具が転倒し、部屋全体に散乱したというデ
ータがあります。
しかも、ただ倒れるだけでなく、食器棚などは扉が
聞いて中の食器類が散乱し、また、冷蔵庫やピアノは
移動してしまい、テレビや電子レンジが飛ぶといった、
日常では考えられない現象も確認されています。
つまり建物が無事でも、家具が転倒するとその下敷
きになってケガをしたり、室内が散乱状態のために延
焼火災から避難が遅れてしまうなど、居住者被害も大
きくなります。身近なところから対策を講じていきま
しょう。

家具等の
転倒落下
46% 

-主な家具の被害状況 「震度7の地震jと「災害救助法適用地域J

移動で被害あり 1% 不明 2%

動いただけ 19%1 被害なし 25% l' 1 440戸

3囚398戸
本棚 倒れた 52%

日

~ 
.ラフは日本建築学会「阪神淡路大震災 住宅内部被害調査報告書」より

34'7も 22% 34号も

30% 23'7も 42'7も

! 家具を固定しよう l 
1 f:.ヲ穏居巴直揺自足する 2 間蛙i之固定する(1)
L型金具と木ねじで2か所固定する場合

家具はできるだけ壁面につけて置き、構
造的に強い部分を選んで柱に直接固定する。
その際、なるべく柱と家具の聞に遊びがで
きないようにピッタリと固定するのがポイ

ント。 付鴨居

木造家屋の大壁(柱の見えない壁)に固
定するときは、壁の中の間柱や胴縁に固定
する。それ以外の壁面に固定しても、地震
の揺れで木ねじなどが抜けてしまう。固定
には木ねじゃヒ トンを利用する。

3 間柱iZ固定する(2) 4 コシクリート壁画巴固定する
間柱と間柱の聞に補強用の横架材を取り
付け、図のようにヒートンと針金を利用し
て家具を固定する。このとき、家具につけ
るヒートンはやや壁と逆方向に倒しておく
と強度が増す。

まずドリルで壁面に穴を聞け、そこにカ
ールプラグを差し込み、その上にぬき板な
どの補強横架材をねじ止めして家具を固定
する方法をとる。また、コンクリ ー卜用の
釘で家具固定用の金具を打ちつける方法も
有効。

ζ3  jH 

• 

三蕊
No. 7 
(最終号)

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

6 -一一一



広幅おおず 2∞512月号
災害!こ強いまちづくり

E監主主凪蓬歪韮韮主僅藍D
市では、水害や地震などの災害時に、少しでも早くそ

の災害に対応できる自主防災組織を結成して頂けるよう

に取り組んでいます。

組織の結成は、自主防災活動を行うための出発点です。

まだ結成されていない地区の皆さん、隣近所の人たち

と協力し、助け合いながら災害時に備えましょう。

肱北喜多地区自主防災組織五郎支部
(平成13年3月16日結成)

自主防災組織に入って、昨年の

16号台風のとき、五郎の堤防の漏
水補強のための動員がかかり、夜

中に若い人たちの協力と大洲市内

の消防団員の応援となり、炊き出

しの指令が出たのが夜の12時、組
織の人たちは20人ほどが協力しあ

っておにぎり作り、終わったのが

午前 5時、もう夜明けであった。

大変であったが、協力できた爽快

感は格別のものであった。自主防

災組織を作っていてよかったとし

みじみ思う。

• 

会長

土居泰正

肱北喜多地区自主防災組織田口支部
(平成16年9月3日結成)

田口防災組織も市当局、消防署、
消防団のご指導を得て、平成16年9
月3日に地区役員や田口分館を利用
する約30の団体有志の出席をえて、
支部発会式を行うことができた。時
あたかも台風16号、 18号、19号の来
襲を見、 肱川流域に多大の被害をも

たらしましたが幸いにも田口地域は
肱川本流水位の上昇にもかかわらず

平成7年の水害を下回ったことは何
よりでした。これを機に地域全体に

防災意識が高まり、以来、消防署や

消防団のご指導を重ね、万全を期し
ているところです。

会長

久保田晴幸

問い合わせ先

自主防災組織の結成などに関する問い合わせ先

は、次のとおりです。

大洲市総務部危機管理室 824-2111 (内線332)

長浜支所総務課 程52-1111(内線 17)

肱川支所総務課 834-2311 (内線111)

河辺支所総務課 839-2111 (内線124)

消防本部防災課 824-0119 (内線654)

一一一 7

今回の最終号は、既に結成されている自主防災組織の

代表者の方々から熱いメッセージを頂いておりますので

お伝えします。

平地区自主防災組織
(平成8年4月17日結成)

昨年・今年と相次ぐ台風の来襲

により、平地区におきましでも、

住家、事業所などが浸水し、田畑

.'" 也' も広範囲に冠水するなど大きな被

害を受けました。平地区には、平

成7年の大水害を教訓につくられ

た自主防災組織があり、その重要

性がますます高まっています。今

後もさまざまな災害に備え、防災

知識の普及 ・啓発に取り組んでま会長

堀内重徳 いります。

久米地区自主防災組織
(平成14年1月20日結成)

久米地区自主防災組織の目標は、

「自分たちの地域は自分たちで守るJ
という協同の精神と連帯感に基づき

住民が自主的に活動することです。

結成後組織の編成単位が大き過ぎ災

害発生時の活動が弱く、今後各地区

単位の小組織に再編成を考えていま

す。日頃、防災普及の思想また訓練

の実施などで考えるときに何よりも

大事なのは、日頃の人の紳を大切に

隣同士が声を掛け合い、助け合うこ

とです。自主防災組織は、近所の協

力が一番大切です。頑張りましょう。
寛

長会
石高

新谷地区自主防災組織
(平成17年7月21日結成)

新谷地区では、昨年から計画し、

消防 ・警察・行政の指導を受けな

がら、今年7月に、新谷地区の 8

分館 (33地区)に自主防災組織を

立ち上げることができた。今後は、

地域の実情にあった機材 ・備品な

どを整えると共に、何よ りも重要

なのは、地域住民のコミ ュニケー

ションづくりと、災害を想定した

訓練を定期的に実施していけるよ

う組織の活性化を図りたい。

会長

大塚弘一



広幅おおぜ 2∞51干月号
人権週間

| 第~国人権週間 12月4日li:IDJ日 t 

人権意識

啓発活動重点目標

一人一人の

平成17年度

「育てよう

かけがえのない命を大切に-7j• -思いやりの心

ロ
月
4
日
(
日
)
か
ら
叩
日
(
土
)

ま
で
の
1
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
啓
発
活
動
重
点
目
標

の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と

し
て
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

-
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

。
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

av高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

ょ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

-
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

-
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
や
め
よ
う

.
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

・
ホ
l
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

・
性
同

一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

な
お
、
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
(
宮
@
・
4
1
5
5
)
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員

上
田
弘
(
若
宮
)
宮
@
6
3
7
0

上
野
マ
リ
ヱ
(
大
洲
)
宮
@
2
1
2
3

佐
川
文
彦
(
新
谷
町
)
宮
@
3
1
6
7

辻
幸
喜
(
菅
田
町
菅
田
)

宮
@
5
0
8
1

藤
木
裏
利
子
(
柚
木
)
宮
@
3
5
0
5

松
岡
強
(
八
多
喜
町
)
宮
@
0
1
3
6

谷
本
京
子
(
平
野
町
)
宮
@
2
1
3
2

清
水
禎
子
(
白
滝
)
宮
⑪
0
6
3
1

下
回
美
澄
(
長
浜
町
下
須
戒
)

宮
@
1
6
1
6

新
山
博
邦
(
長
浜
)
宮
@
0
4
4
0

台
本
曙
美
(
肱
川
町
宇
和
川
)

宮
@
2
6
5
0

忠
(
肱
川
町
大
谷
)

宮
@
2
7
4
7

(
河
辺
町
植
松
)

宮
@
2
4
5
1

中
塚

船
田
千
代
子

人
腫
問
題
巴
関
す
る

総
告
は
暗
闇
電
話
掴
談

相
談
内
容

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐

待
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
等
、
家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係

等
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

日

時

ロ
月
9
日
(
金
)

午
前
9
時

1
午
後
9
時

電
話
番
号

(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

E
0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
(
弁

護
士
資
格
の
あ
る
者
も
含
む
)
、

法
務
局
職
員

主

催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

'
A
纏
・
筒
和
教
室
内
d

リ
E
ズ

No.77 

「
子
と

子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る
痛
ま

し
い
虐
待
事
件
が
、
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で

も
、
県
立
の
児
童
相
談
所
が
昨
年

度
中
に
処
理
し
た
児
童
虐
待
の
相

談
件
数
は
3
1
7
件
で
、
過
去
最

高
だ
っ
た
前
年
度
の
約
2
倍
と
な

り
ま
し
た
。

児
童
虐
待
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
子
ど
も
に
む
ご
い
扱
い
を
す

る
こ
と
で
す
。
親
が
、
「
し
つ
け
」

と
「
虐
待
」
の
区
別
が
つ
か
ず
、
「
お

前
の
た
め
に
:
・
」
と
い
う
言
い
方

で
、
我
が
子
に
虐
待
を
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
「
子
ど
も
は

授
か
り
も
の
」
「
子
ど
も
は
地
域

の
宝
」
な
ど
は
、
も
は
や
遠
い
日

の
思
い
出
の
な
か
の
言
葉
と
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
家
族
か
ら
核
家
族
と
な
り
、

隣
近
所
と
の
付
き
合
い
も
、
会
合

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
子
育

て
に
つ
い
て
の
情
報
が
た
く
さ
ん

あ
る
反
面
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
振

り
回
さ
れ
、
我
が
子
の
育
て
方
が

分
か
ら
ず
一
人
悩
ん
で
い
る
親
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
朝
に
見
て
昼
に
は
呼
び
て
夜

は
触
れ
、
確
か
め
を
ゆ
品
、
低
h
t
」は

消
え
ゆ
る
も
の
」
(
河
野
裕
子
)

と
い
う
短
歌
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
子
ど
も
さ
え
、
い
っ
た
い
何
を

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
こ

-
十
七
は
宝
」
と
は
、
誰
に
も
経
験
が
あ
る
こ
と

で
す
。
子
育
て
に
悩
ん
だ
末
に
我

が
子
を
虐
待
し
た
親
が
「
か
わ
い

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
死
ん
で

も
よ
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
語
っ

た
な
ど
と
聞
く
と
、
暗
く
寂
し
い

親
と
子
の
閣
を
思
い
ま
す
。

親
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
な
こ
と
で
す
。
父
も
母
も
、
子

ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
教
育

や
訓
練
に
よ
っ
て
親
と
し
て
の
知

恵
を
身
に
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
家
族
の
な
か
の
年
長
者
や

地
域
の
人
々
、
公
的
機
関
な
ど
に

よ
っ
て
、
子
育
て
の
知
恵
を
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子

育
て
に
絶
対
必
要
な
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
勺
く
親
の
愛
情
で
す
。

「
子
に
飽
く
と
申
す
人
に
は
花

も
な
し
」
(
芭
蕉
)
ま
さ
に
子
ど
も

は
宝
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
幸
せ
を
守
る
た
め
に

子
ど
も
を
心
か
ら
愛
し
、
子
ど
も

の
S
O
S
を
受
け
と
め
る
親
、
子

ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
大
人

は
、
い
つ
の
時
代
に
も
欠
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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醐おおず 2∞512月号
美しいまち走よみ優秀賞

|肱南地区 l
f桑いもまも寄る優各賞J

こ
の
度
、
肱
南
地
区
の
町
並
み
が
、

「
『
都
市
景
観
の
日
』
実
行
委
員
会
」

主
催
に
よ
る
「
都
市
景
観
大
賞
」
に

お
い
て
、
「
美
し
い
ま
ち
な
み
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
都
市
景
観
大
賞
・
美
し
い
ま
ち

な
み
」
は
、
平
成
日
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

5
回
目
。
国

土
交
通
省
が
後
援
し
、
官
民

一
体
と

な
っ
て
の
都
市
景
観
の
保
全
・
創
造

に
優
れ
た
地
区
を
毎
年
顕
彰
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
も
大
賞
4
地
区
、

優
秀
賞
3
地
区
、
特
別
賞
1
地
区
の

計
8
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

肱
南
地
区
に
お
い
て
は
、
明
治

i

大
正

1
昭
和
と
木
蝋
・
製
糸
・
舟
運

に
沸
い
た
時
代
の
雰
囲
気
に
加
え
、

「
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
」
や
「
臥
龍
山

荘
」
等
の
文
化
遺
産
が
保
存
・
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
近
年
の

天
守
閣
復
元
や
堤
防
の
城
壁

風
修
景
護
岸
整
備
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
の
に
加
え
、
官
民

が
手
を
携
え
て
推
進
し
て
い

る
「
町
並
み
の
保
全
事
業
」

や
「
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
」
を
中

心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
積
み
重
ね
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

叩
月
4
日
に
東
京
で
行
わ

れ
た
表
彰
式
に
は
、
市
を
代

表
し
て
田
上
収
入
役
が
参
加

し
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
民
間
を
代

表
し
て
、
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4
で
の
取
り
組
み
を

継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体

「
大
洲
市
町
並
み
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
」
が
市
の
共
同
事
業
者
と
し
て

表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

大
洲
市
は
本
年
5
月
2
日
付
で

「
景
観
行
政
団
体
」
と
な
り
、
町
並

み
を
始
め
と
す
る
「
大
洲
ら
し
く
美

し
い
景
観
」
の
保
全
・
創
造
に
取
り

組
み
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上
と
交

流
入
口
の
拡
大
に
向
け
、
官
民
の
連

携
に
基
づ
く
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
予
定
で
す
。
美
し
い
景
観

は
、
そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
美
し
い

心
か
ら
:
今
後
と
も
景
観
形
成
事
業

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
管
理
係(
担
当
武
田
)

(
内
線
2
4
1
)

宮

@
2
1
1
1

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
泳
法
⑪

ほ
と
ん

で
あ
り
な
が
ら
殆
ど
大
多

数
の
者
は
紳
傍
流
の
発
生

地
で
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら

な
い
と
い
ふ
こ
と
は
遺
憾

千
高
な
こ
と
で
あ
る
。
(
中

略
)
繰
返
し
て
言
ふ
。
大
洲

地
方
に
発
生
し
、
全
国
各
地

に
行
は
る
る
所
の
紳
傍
流

水
泳
術
な
る
も
の
は
是
非

共
大
洲
地
方
に
盛
な
ら
し

楓
，

め
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
呼

び
か
け
た
。
こ
れ
に
呼
応
し

た
の
が
、
大
洲
村
尋
常
高
等

小
学
校
(
喜
多
小
)
校
長
小

森
経
夫
(
若
宮
)
で
あ
っ
た
。

折
し
も
同
校
の
平
田
直
義
訓
導

(
大
洲
本
町
)
が
大
正

二
年
か
ら

東
京
高
等
師
範
学
校
体
操
専
修
科

に
学
び
体
操
課
の
免
許
状
と
癖
泳

教
師
の
資
格
を
得
て
同
五
年
五
月

に
復
職
。
小
森
校
長
は
村
長
の
桧

田
稲
鏡
を
説
得
し
て
小
学
校
と
し

て
は
稀
な
水
泳
教
授
を
開
始
し
、

大
正
五
年
八
月
七
日
、
同
小
学
校

第
一
回
水
泳
大
演
習
会
を
長
楽
寺

淵
(
五
郎
上
)
で
行

っ
た
。
(
写

真
参
照
)
平
田
訓
導
は
同
年
十

一

月
に
千
葉
県
へ
栄
転
、
翌
夏
か
ら

は
三
週
間
松
山
神
傍
流
協
会
か
ら

師
範
を
鴨
し
て
盛
ん
に
そ
の
流
技

大
正
三
年

(
1
9
1
4
年
)

八
月
十
六
日
号
海
南
新
聞
の
大
洲

通
信
は
「
(
旧
制
)
大
洲
中
学
校

に
て
は
夏
季
休
暇
を
利
用
し
、
松

山
水
泳
協
会
よ
り
水
招
教
師
を

招
聴
し
、
神
傍
流
水
泳
術
練
習

き
た
る

の
所
来
十
四
日
午
後
一
時
よ
り

大
洲
城
山
下
肱
川
筋
に
於
て
、
全

校
生
徒
の
水
泳
競
技
大
会
を
催
す

よ
し
。
」
翌
十
七
日
号
は
「
大
洲

中
学
校
に
て
は
去
年
下
旬
以
来
在

学
生
徒
を
し
て
水
泳
の
練
習
を
為

さ
し
め
つ
つ
あ
り
し
が
去
る
十
四

日
は
閉
場
の
当
日
な
り
し
を
以

て
同
日
午
後

一
時
よ
り
城
山
公
し
ん

園
下
に
て
競
技
会
を
催
し
、
真
・

ぎ

よ

う

そ

う

い

か

だ

ま

わ

行
・
草
、
片
手
抜
H

筏
廻
り
よいわ

り
順
次
番
組
の
予
定
を
演
じ
、
岩

と

も

ろ

て

ひ

が

さ

お

お

ぎ

お

よ

ぎ

が

ん

こ

う

飛
び
、
双
手
日
傘
、
扇
泳
)
雁
行

て
が
ら
み
う
し
ろ
で
し
ば
り

(
列
、
泳
)
、
小
手
揚
(
後
手
縛
泳
)
、

り

ゅ

う

せ

ん

や

ぐ

ら

わ

ざ

龍
戦
(
沈
め
合
い
)
、
櫓
業
(
飛

す

い

か

く

る

ま

が

え

し

こ

し

込
術
)
、
西
瓜
奪
い
、
車
返
(
腰

う

き

や

た

て

が

き

た

ち

う

ち

浮
)
、
矢
立
書
、
太
万
打
を
演
じ
、

に

ち

ょ

う

あ

ま

り

最
後
に
約
二
町

(
2
0
0
m
)
余

の
水
泳
を
行
い
同
五
時
閉
会
を
告

げ
た
り
」
と
報
ず
。

校
長
河
野
富
太
郎
は
同
年
十
二

月
二
十
日
、

愛
媛
県
教
育
会
喜
多

部
会
に
於
て
「
大
洲
の
水
泳
」
と

題
し
て
演
説
を
行
い
「
大
洲
の
人

を
惇
授
し
た
。
当
時
の
学
校
職
員

此
術
の
復
興
心
に
燃
え
停
習
と
教

授
に
努
力
し
、
遂
に
職
員
中
松
山

協
会
の
免
状
受
得
者
を
出
す
に
至

こ
の

っ
て
師
範
代
と
な
り
斯
術
再
興
の

端
緒
を
得
た
。
〔
松
田
力
論
稿
〕

〔平
田
家
の
記
録
〕

大
正
五
年
の
大
洲
中
学
校
第
三

回
水
泳
大
会
に
は
松
山
か
ら
友
近

教
師
が
派
遣
さ
れ
、
坂
田
県
知
事

ほ
か
多
数
の
来
賓
が
参
観
す
る
盛

況
さ
だ
っ
た
。
〔
海
南
新
聞
〕

(
文
責

井
手

大洲村尋常高等小学校第 1回水泳大演習会

大正5年8月7日長楽寺淵(平田家蔵)

ち

か

ゆ

傘

隣
之
)
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広観おおず 2∞512月号
財政の健全化!こ向けて

大洲市の財政状況は、近年の景気の低迷による影響で市税・ 地方交付税等の歳入が年守

減少しています。 一方で、 過去の市債発行による影響で公債費が年匂増加しています。

このため、 財政運営の指標である起債制限比率が悪化し、 財政の危険信号が点滅してい

ます。

|②市税地方交付税が減少しています.

このグラフは、歳入の根幹となる市税と地方交付税等の
推移を表したものです。
市税は、平成9年度のピーク時と比べ、平成16年度は約
9億円減少しています。
地方交付税等は、平成12年度のピーク時と比べ、約13億
円減少しています。

~ 
3 

+ 
~ 
Z吟

[市税 ・地方交付税等の推移】

14，000 

家計に例えると5官5
市税と地方交付税等は、 「家計全体
の収入」のなかでも特に大切な 「給
料Jに例えることができます。この
グラフは、その大切な 「給料Jが年々
減少していることを意味しています。

(単位 百万円)

12，000 
-ー地ー方ー交付税等 (地方交付税+臨時財政対量債)

10，000 (…配布
8，000 比べ13億円の減

6.000 
市税 -+ー

4，000 
+--ーー一

2.000 
i 'l'1OC9'1'!l0lt'叩
L比べ9億円の減。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 

※ 各年度とも4市町村の普通会計決算の合算額。臨時財政対策債は平成13年度から制度開始。

同一灯、義務的経費が増加問ました.

この表は、歳入のピークであった平成12年度と平成16年
度の歳出の内訳を比較したものです。
義務的経費のうち、人件費が減少しているものの扶助費・公
債費が増加しており、歳出全体が減少しているにもかかわらず、
義務的経費が増加していることが分かります。
また、普通建設事業費が大幅に減少しています。普通建
設事業とは、道路や公園、学校などの公共施設を建設する
事業のことで、歳入が減少しているため普通建設事業を削
減せざるを得なくなっています。

家計に例えると2す2
収入が年勺減ってきたため、食費(二人件費)を削るな
どして家計のやりく りをしてきましたが、医療費(二扶助
費)や口一ンの返済費(二公債費)が増えており、避けら
れない出費が増えてきています。
また、 テレビや新車の購入(=普通建設事業費)などの
大きな出費を取りやめたり、先延ばしせざるを得なくなっ
ています。

|φ歳入が大きく減少しています.
このグラフは、合併した4市町村の各年度の歳入額を合
算したものです。
近年の景気の低迷による影響で、平成12年度をピークに
歳入額が大きく減少しています。

家計に例えると2官2
歳入は、家計に例えると「家計

全体の収入」 に当たります。 この

グラフは、近年の景気の低迷によ

る影響で平成12年度以降、 「家計

全体の収入Jが年勺落ち込んでい
ることを意味しています。

【歳入の推移】

30，000 

29，000 

28，000 

27，000 

26，000 

25，000 

24.000 

23.000 

※ 各年度とも4市町村の普通会計決算の合算額。

[平成12年度と平成16年度の比較]

(単位 百万円)

(単位:百万円)

経費の内訳 平成12年度決算 平成16年度決算 比較

務義
人件費 5，437 5，069 ム368

扶助費 1，278 1，873 595 
的
公債費
経費

4，487 4，710 223 

言十 11，202 11，652 450 

普通建設事業費 10，364 4，599 ム5，765

歳出合計 30，764 26，053 ム4，711

10-一一一



広帽おおず 2∞512月号
財政の健全化!こ向けて

④これ刺市債の発行を減以きました.|⑧しかし、公債却増えつづけています! I 

このグラフは、合併した4市町村の市債発行額(事業を
するための借金)の合計額を表したものです。
義務的経費である公債費が増加しないよう、平成13年度
以降、市債の発行を減らし、財政的な努力をしてきました。

タ
X 

|借金 l
g 
x 

家計に例えると2TE

平成13年度以降ロー

ンの返済費(=公債費)

が増えないよう、できる

だけ新たな借金(=市債

の発行)を増やさないよ

う家計をやりくりしてき

ました。

このグラフは、市債の返済にかかった費用=公債費の推
移を表したものです。
これまでも市債を増やさないよう努力してきましたが、
過去の市債発行による影響で、年々公債費が増大していま
す。

歳入額が年々減少しているにもかかわらず、このように
年々公債費が増大してくると、歳出全体に占める公債費の
割合が大変高くなります。公債費の割合が高くなると、財
政的に余裕がなくなり、政策的な事業実施ができにくくな
ります。

家計に例えると 却5

これまでも新たな借金を増やさないよう努力してきまし

たが、過去の借金の影響で口一ンの返済費が増えつづけて

います。収入が減り、口一ンの返済費が増えてくると自由

に使えるお金がなくなってきます。

(単位 百万円)【市債発行の推移】(単位 百万円)[公債費の推移]

H13 H12 

5，000 

4，500 

4，000 

3，500 

3，000 

2，500 

2，000 

1.500 

1，000 

500 

。

5，000 公債費は増えつづけています

H18 Hl0 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H9 

⑥財政の餓信号が点滅しています.

※ 各年度とも 4市町村の普通会計決算の合算額。(ただし、臨時財政対策債を除く)※ H8-H16は4市町村の普通会計決算の合算額。H17とH1 8は見込み額

こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
し
て
い
く

た
め
に
、
市
で
は
、
す
で
に
市
長
以
下

の
特
別
職
給
与
を
叩
%
削
減
、
市
議
会

議
長
・
副
議
長
報
酬
を
5
%
削
減
、
市

議
会
議
員
報
酬
を
3
%
削
減
す
る
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

市債を発行することを起債といいます。

歳入のうち、 市税と地方交付税が減り、かつ公債費が増

えると起債制限比率と呼ばれる財政運営の弾力性を測定す

る指標が悪化します。

低ければ低いほど財政運営に弾力性があり、政策的に使

えるお金が多くあることを示しています。

今年7月、大洲市では起債制限比率が14%を超える見込

みとなり、公債費負担適正化計画の策定を求められました。

これは、今年度から 7年聞かけて起債制限比率を13%未

満に抑制しようとする計画です。愛媛県下でもこれに該当

する自治体はわずかで、財政の危険信号が点滅しています。

ローン返済費
=13%未満に|

給料

家計に例えると2V
この場合の起債制限比率の悪化を家計に例えると、家計

全体の収入のなかでも特に大切な給料が減り、反対にロー

ン返済の費用が増えたため、給料に占めるローン返済費の

割合が急激に悪化したととらえることができます。しかも、

この割合が14%を超える見込みとなったため、今後7年聞

をかけて13%未満におさえていく計画を立てることになっ

たのです。

ま
た
、
今
年
度
中
に
は
、
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
、
徹
底
し
た
行
政
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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広報おおず

河川愛護モニター募集

2∞512月号

地
域
の
皆
さ
ん
と
河
川
管
理
者
で
あ
る
固
な
ど
が
連
携
を
よ
り
深
め
る
た
め
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
整
備
・

利
用
、
河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の

要
望
を
十
分
に
把
握
し
、
河
川
愛
護

思
想
の
普
及
啓
発
や
河
川
の
適
正
な

維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す。
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、
河
川

管
理
者
(
国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国

道
事
務
所
)
へ
情
報
を
伝
え
る
こ
と

な
ど
で
す
。
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
の
不
法

行
為
者
に
対
し
直
接
注
意
・
指
示
し

て
是
正
を
求
め
る
な
ど
の
特
別
な
責

務
や
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

活
動
内
容

。
日
常
生
活
の
中
で
知
り
得
た
情
報

ア
ー
エ
を
定
期
(
月
1
回
)
ま
た

は
随
時
に
連
絡

ア

河

川
利
用
や
河
川
の
状
況
に
関

し
、
特
段
の
要
望
が
あ
る
と
き

イ

河

川
環
境
が
損
な
わ
れ
た
り
河

川
利
用
上
の
障
害
と
な
っ
た
り
す

る
よ
う
な
事
象

ウ
ゴ
ミ
な
ど
の
投
棄
、
河
川
の
流

水
や
施
設
な
ど
の
異
状

工
特
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と

-
モ
ニ
タ
ー
会
議
(
年
1
回
程
度
の

意
見
交
換
会
)
へ
の
参
加

活
動
範
囲

①
肱
川
左
岸
・
新
長
浜
大
橋

1
祇
園

大
橋

②
肱
川
右
岸
・
新
長
浜
大
橋

1
祇
園

大
橋

③
肱
川
左
岸
・
祇
園
大
橋

1
畑
の
前

橋
③
肱
川
右
岸
・
祇
園
大
橋

1
生
々
橋

④
肱
川
左
岸
・
畑
の
前
橋

1
富
士
橋

⑤
肱
川
右
岸
・
生
々
橋

1
富
士
橋

⑥
矢
落
川
左
岸
・
生
々
橋

1
金
比
羅

橋
⑦
矢
落
川
右
岸

・
生
々
橋

1
金
比
羅

橋
応
募
資
格

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
り
、
活
動

範
囲
の
お
お
む
ね

5
M
以
内
に
住
ん

で
い
る
却
歳
以
上
の
人

委
嘱任
期
は
平
成
四
年
4
月
1
日
か
ら

1
年
間
で
、
国
土
交
通
省
大
洲
河
川

国
道
事
務
所
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

募
集
人
員

活
動
範
囲
ご
と
に

1
人

手
当

月
額
4
、
5
8
0
円

選
考
方
法

応
募
多
数
の
場
合
は
、

経
験
を
も
と
に
、
年
齢
・

地
域
構
成

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
応
募
者
に
通
知
(
郵

送
)
し
ま
す
。

応
募
期
日

平
成
四
年
2
月
初
日

応
募
方
法

次
の
事
項
を
記
入
し
て
直
接
持
参

す
る
か
官
製
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項
:
・
氏
名
/
年
齢
・
性
別
/

住
所
・
電
話
番
号
/
職
業
/
所
属
団

体

(
O
O町
内
会
役
員
、
市
民
グ
ル

ー
プ
「

O
O
川
を
き
れ
い
に
す
る

会
」
幹
事
な
ど
)
/
こ
れ
ま
で
に
自

治
会
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動

へ
の
参
加
経
験
/
希
望
す
る
活
動
範

囲
(
第
1
希
望
、
第
2
希
望
)
/
応

募
理
由
、
肱
川
へ
の
要
望
/
河
川
モ

ニ
タ
ー
経
験
の
有
無

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

干

7
9
5
1
8
5
1
2

大
洲
市
中
村
2
1
0

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務

所
河
川
管
理
課

宮

@

5
1
8
5
-
m
@
5
3
3
1

地
域
活
動

12一一一一

|河川愛護モニター活動範囲 |

肱川右岸新長浜大橋~祇国大橋

肱川左岸新長浜大橋~祇園大橋



広縄おおぜ 2∞512月号
市立幼稚園児の募集

脳血民~

市立幼躍園児の募集I~ついて

平成18年度市立幼稚園児募集を次の要領で行います。

入
国
資
格

川
市
内
に
居
住
す
る
者

同

満

4
歳
児
(
平
成
日
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
凶
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
)
お
よ
び
満
5
歳

児
(
平
成
ロ
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
)

定
員
の
範
囲
内
に
お
い
て
入
園
で

き
ま
す
。

保
育
年
限

2
年
保
育

入
園
手
続
き

入
国
願
書
を
ロ
月
日
日
(
木
)
か
ら

は
月
初
日
(
月
)
ま
で
に
「
入
園
希
望

の
幼
稚
園
」
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
入
園
希
望
の
幼
稚
園

入
国
願
書
の
用
紙
は
下
表

の
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

(
ロ
月

1
日
(
木
)
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
。
)

入
園
料
開
保
育
料

ω
入
園
料

園
児
1
人
に
つ
き

1
回

2
，
5
0
0
円

(
平
成
口
年
度
か
ら
統
こ

同

保

育

料

園
児
一
人
に
つ
き
下
表
の

と
お
り
(
市
町
村
合
併
に
伴
う
段

階
的
調
整
を
し
て
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
)

幼稚園名
問い合わせ先 募集人員

所在地 電話番号 4歳児 5歳児※ 百十

大洲市立大洲幼稚園 大洲市大洲715番地 24-3565 35名 70名 105名

大洲市立喜多幼稚園 大洲市東大洲町番地l 24-2266 70名 70名 140名

大洲市立久米幼稚園 大洲市阿蔵甲579番地l 23-2796 35名 35名 70名

大洲市立平野幼稚園 大洲市平野町平地28番地 23-2889 35名 35名 70名

大洲市立中野幼稚園 大洲市肱川町山鳥坂527番地2 34-2761 35名 35名 70名

大洲市立正山幼稚園 大洲市肱川町名荷谷1910番地2 34-2662 35名 35名 70名

大洲市立大谷幼稚園 大洲市肱川町大谷2665番地 34-2560 35名 35名

大洲市立予子林幼稚園 大洲市肱川町予子林1957番地 34-2170 35名 35名

大洲市立河辺幼稚園 大洲市河辺町植松674番地 39-2808 35名 I35名 70名

掴・ - 晶

幽岨匹ーー司S ー

平成18年度 平成19年度以降
区分

保育料(月額) 保育料(月額)

大洲市立大洲幼稚園

大洲市立喜多幼稚園
5，500円 5，500円

大洲市立久米幼稚園

大洲市立平野幼稚園

大洲市立中野幼稚園

大洲市立正山幼稚園
4，600円 5，500円

大洲市立大谷幼稚園

大洲市立予子林幼稚園

大洲市立河辺幼稚園 4，300円 5，500円
※5歳児の募集人員は、 「現在の園児数を含んだ人数Jです。
入国希望者が定員を超えた場合には、抽選により入園を決定します。

屋外広告業の量録はお早めに!!
平成16年6月18日に公布された屋外広告物法の一部改正に伴い、必要
となる規定の整備を行うため、愛媛県屋外広告物条例および同施行規則
が改正されました。

これに伴い、屋外広告業について従来の届出制から登録制へ移行する
ことになり、今年7月1日から、愛媛県(松山市の区域を除く)の区域
内で屋外広告業を営む場合は、愛媛県に対して屋外広告業の登録を行う
ことが必要となっています。

一定の経過措置規定はありますが、期限までに登録を受けないまま営
業を続けた場合は、無登録営業となり、罰金・罰則・過料の適用対象と
なりますのでご注意ください。

登録手続きの詳細・申請書の様式等は、愛媛県都市計画課のホームペ
ージに掲載されていますのでご参照ください。
愛媛県都市計画課ホームページ

愛媛県庁ホームページ→組織別検索→土木部道路都市局都市計画課
→都市計画課ホームページ

(http://www.pref.ehime.jp/07 Odoboku/11 Otoshikei/000026430 3026/ 
index.html) 
問い合わせ先
干790-8570 松山市一番町4丁目 4-2
愛媛県土木部道路都市局都市計画課 土地利用調整係
3089-912-2735 FAX089-941-2959 

屋舛広告物の
許可申請もお忘れなく!!

大洲市で、屋外広告物(常時または一

部の期間継続して屋外で表示する看板・

はり紙・はり札・のぼり・広告板・広告

塔などをいいます)を表示・設置する場

合は、適用除外の対象となる一部の広告

物を除き、全て事前に許可を受ける必要

があります。

許可対象になるのかどうか、どのよう

な手続きなのかなど、不明な点がありま

したら、下記の屋外広告物担当課までお

問い合わせください。なお、一度許可を

受けた屋外広告物についても、 2年後に

は更新許可申請を受ける必要があります

のでご注意ください。

問い合わせ先

本庁建築住宅課

324-2111 (内線273)
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広報おおず

お知らせ・市民運動会

2∞512月号

B 
め

瑞3?
玉ミ
双弓、
光ざ

章主
す
妥
~ 
号至

対酒量芸昌'tiJDも@お銅色世
~CPP作戦実施中!~

人 ・物・ 金の動きが活発となり例年事件や事故が多
そこで警察では、11月1日から12月20日の問、iC
を実施します。

年末は、
発します。
pp作戦」

rc p p作戦」とは、
iCJ…"'Crime (クライム) =犯罪
r p J .…・・Prevention(プリペンション) =予防
iPJ……Pointers (ポインターズ) =点検
という意味で、警察が民間の防犯組織と共同して銀行強盗など
の犯罪を防止するために行う「地域安全運動」のことです。

こ
の
た
び
、
菅
田

町
宇
津
の
大
野
忠
直

さ
ん

(
∞
∞
歳
)

長
年
に
わ
た
り
学
校

教
育
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

庖舗・事務所などの防犯体制を固めましょう

。防犯体制・施設を点検して、組織と施設を強化しましょう。
0防犯責任者を指名して、朝礼時などに防犯指導しましょう0
0利用者(お客様)保護のための防犯指導を徹底しましょう。
。事務所 ・庖内の不審者への声かけを徹底しましょう。
。夜間は、庖内・ 事務所へ現金を残さないようにしましょう。
O夜間の一人だけの営業(単独勤務)や残業は避けましょう。
。現金の配達時は特に危険、必ず複数の人で対応しましょう。

大洲警察署 B25-1111 lま

毘晒
平成17年度市民運動会が10月9日(日)八幡浜・大洲地区運動公園陸上競技場で開催されました。

今
年
度
は
、

1
2
4
点
を
獲
得
し

た
新
谷
地
区
が
優
勝
し
ま
し
た
。
準

優
勝
は
わ
ず
か
l
点
差
で
2
連
覇
を

逃
し
た
菅
田
地
区、

3
位
は
平
地
区、

前
年
同
位
か
ら
今
年
目
位
に
躍
進
し

た
上
須
戒
地
区
に
努
力
賞
、
す
ば
ら

し
い
応
援
で
が
ん
ば

っ
た
南
久
米

・

肱
南
・
八
多
喜
の

3
地
区
に
特
別
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
長
浜

・
肱
川
・

河

辺
か
ら
の
出
場
チ

l
ム
を
加
え
、
新

し
い
枠
組
み
で
の
市
民
運
動
会
を
開

催
す
る
方
針
で
す
。

玉入れ
ポァ卜 ポール 和 気 シーソー メジシン リム 信号 ゴJレフ 男子 女子

合計
前年度 比較

H 17 レース 送り あいあい でポン ポー)~ ころがし ゲーム 競争 リレ ー リレ ー 威信 l略ー11写E
年度
聞世 書点 順世 帯点 幅位 帯点 聞性 得点 眠塩 書点 躍世 得点闘世 書点 順世 帯点 用組 書点 順位 書点順位 高点属性 需点 踊曲 順位

肱南 ⑪ 4 ⑦ B ⑤ 10⑬ 1⑪ 4 ⑦ 8 ⑬ 5 ③ 6 ⑬ 2 ⑦ B ⑨ 6 ⑫ 62 ⑦ ...5 

肱北 ⑦ B ⑪ 1⑬ 2 ⑪ 4 ⑤ 10⑬ 2 ⑬ 2 ⑤ 9 ⑫ 3 ⑬ 5 ⑩ 5 ⑬ 51 ⑫ 企 1

喜多 ⑤ 6 ⑨ 6 ⑦ 8 ⑥ 9 ⑫ 3 ⑫ 3 ⑨ 6 ⑬ 2 ⑬ 1⑤ 9 ⑤ 10⑪ 63 ⑪ +0 

久米 ⑤ 9 ⑤ 10⑬ 1③ 7 ③ 7 ⑨ 6 ⑬ 1⑤ 10⑤ 10⑪ 4 ⑥ 9 ⑧ 74 ⑨ + 1 

平 ③ 12⑬ 5 ③ 12③ 11 ⑦ 8 ④ 11① 14⑫ 3 ④ 11④ 11① 14③ 112 ⑤ + 2 

平野 ② 13⑥ 9 ⑨ 6 ⑫ 3 ③ 6 ⑥ 9 ⑫ 3 ② 13⑪ 4 ② 13⑪ 4 ⑥ 83 ⑥ +0  

南久米⑪ 1⑫ 3 ③ 11⑨ 6 ⑬ 2 ⑪ 4 ⑪ 4 ⑪ 4 ⑩ 5 ③ 7 ⑫ 3 ⑬ 50 ⑬ +0 

菅田 ④ 11② 13① 14 ① 14 ⑥ 9 ② 13③ 7 ⑦ 8 ② 13⑤ 10 ④ 11② 123 ① "'1 

大川 ⑫ 3 ③ 7 ⑪ 4 ② 13 ⑭ 1⑩ 5 ⑦ 8 ⑩ 5 ① 14⑫ 3 ⑦ 8 ⑨ 71 ⑩ +1 

柳沢 ⑤ 10③ 12⑫ 3 ⑤ 10 ④ 11③ 12③ 12① 14 ③ 6 ⑬ 1② 13④ 104 ④ + 0 

新谷 ① 14① 14② 13 ③ 12 ② 13① 14 ③ 11③ 12 ⑦ 8 ③ 12 ⑪ 1 ① 124 ③ + 2 

三善 ③ 7 ④ 11③ 7 ⑬ 2 ⑬ 5 ⑧ 7 ② 13③ 7 ③ 7 ⑨ 6 ③ 7 ⑦ 79 ③ +1 

八多喜 ⑬ 2 ⑪ 4 ⑩ 5 ⑬ 5 ① 14⑤ 10 ⑤ 10④ 11 ⑤ 9 ① 14 ③ 12 ⑤ 96 ② 企 3

土須戒 ⑬ 5 ⑬ 2 ⑤ 9 ⑦ 8 ③ 12 ⑬ 1⑥ 9 ⑪ 1③ 12 ⑬ 2 ⑬ 2 ⑩ 63 ⑬ + 3 

同点の場合、 1位の多いものを上位とする.なお、決着がつかない場合は上位順位の多いものを上位とする.

努力賞 上須戒 特別賞 南久米・肱南・八多喜
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広報おおず 2∞512月号
お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
は
大
切
に
!

社
会
保
険
料
(
国
民
年
金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
の
発
行

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
る

と
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告

に
お
い
て
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控

除
」
の
対
象
と
な

っ
て
お
り
、
課
税

対
象
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
今
年
3
月
白
日
に
可
決

成
立
し
、
平
成
口
年
所
得
分
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
税
務
申
告
す
る
際
に
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
(
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
)

を
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
口
年
の
年
末
調

整
か
ら
保
険
料
を
支
払
い
し
た
旨
を

臆員事募集し家宅'
特別差護老人ホーム『かわかみ荘j

証
明
す
る
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
社
会
保
険
庁
で
は
「
社
会
保

険
料
(
国
民
年
金
保
険
料
)
控
除
証

明
書
」
(
ハ
ガ
キ
様
式
)
を
、

日
月

上
旬
ま
た
は
翌
年
2
月
に
お
送
り
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

。
け
月
送
付
対
象
者

1
月
1
日
か
ら
9
月
初
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
実
績
が

あ
る
人

。
翌
年
2
月
送
付
対
象
者

日
月
1
日
か
ら
ロ
月
別
日
ま
で
の
聞

に
そ
の
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
あ

っ
た
人

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
「
か
わ
か

み
荘
」
で
は
、
平
成
四
年
度
の
職
員

募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
、
人
員

看
護
職
員

l
名
(
性
別
不
問
)

受
付
期
間

ロ
月

1
日
(
木
)
か
ら

ロ
月
辺
日

(
木
)
、
郵
送
の
場
合
は
ロ
月
幻
日
(
木
)

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
成
年

後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い
者

③
か
わ
か
み
荘
に
通
勤
可
能
な
者
、

土
曜
、

日
曜
、
祝
日
及
び
早
出
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
、
証

明
額
等
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
領
収
証
書

に
よ
り
控
除
額
を
自
己
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保

険
料
の
領
収
証
書
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
年
末
調
整
の
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
、
税
務
署
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

(松
山
市
南
江
戸
三
丁
目
4
番
8
号
)

宮

0
8
9
・
9
2
5
・
5
1
0
5

遅
出
及
び
緊
急
の
場
合
の
夜
間
勤

務
等
が
可
能
な
者

④
昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
日

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

⑤
申
し
込
み
時
点
で
看
護
師
、
准
看

護
師
の
有
資
格
者
ま
た
は
採
用
固

ま
で
に
取
得
見
込
の
者

⑥
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
て
い
る

者
(
平
成
同
年
3
月
ま
で
に
取
得

見
込
の
者
)

問
い
合
わ
せ
先

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
か
み
荘

宮
⑨

2
6
5
5

肱
川
河
口
で
は
、
秋
か
ら
冬
に
か

一
け
て
冷
気
を
伴
っ
た
「
肱
川
あ
ら
し
」

.
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
「
肱
川
あ
ら
し
」
は
、
世
界

一
的
に
も
珍
し
く
、
登
録
有
形
文
化
財

・
に
登
録
さ
れ
た
朱
塗
り
の
現
役
で
動

・
く
我
が
国
最
古
の
道
路
可
動
橋
「
長

一
浜
大
橋
」
を
吹
き
抜
け
る
ド
ラ
マ
チ

.
ツ
ク
な
霧
の
シ
ョ
ー
が
季
節
の
風
物

.
詩
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
肱
川
あ
ら
し
」
の
写
真
の

一
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

-
応
募
期
間

現
在
1
平
成
同
年
1
月
出
日

一
題
材
肱
川
あ
ら
し

・
サ
イ
ズ
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
り

応
募
先

干
7
9
9
1
3
4
0
1

大
洲
市
長
浜
甲
4
8
0
1

3

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会
(
大
洲

市
役
所
長
浜
支
所
企
画
商
工
課

内
)
ま
た
は
、
側
一
フ
ボ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
取
引
の
各
写
真
庖

発
表平
成
同
年
2
月
下
旬
愛
媛
新
聞

紙
上
(
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し

ま
す
)

主
催

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会
(
大
洲

市
役
所
長
浜
支
所
企
画
商
工
課

内
)

宮

@
1
1
1
1

応
募
上
の
注
意

。
応
募
作
品
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

O
応
募
票

(自
作
も
可
)
に
必
要
事

項
明
記
の
上
、
作
品
裏
面
に
添
付

し
て
下
さ
い
。

O
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に

属
し
ま
す
。

O
入
賞
者
は
所
定
の
固
ま
で
に
ネ
ガ

を
主
催
者
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

O
入
賞
者
は
原
則
と
し
て
l
人
l
賞

と
し
ま
す
。

O
入
賞
作
品
以
外
の
作
品
は
取
扱
庖

の
あ
る
も
の
に
限
り
返
却
い
た
し

ま
す
。

O
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作

品
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

営
HO
推

薦

1
名

賞
状
と
賞
金
3
万
円

。
特

選

2
名

賞
状
と
賞
金
2
万
円

。
準
特
選

5
名

賞
状
と
賞
金
1
万
円

。

佳

作

印
名

賞
状
と
特
産
品

副
賞

副
賞

副
賞

一一一一15



~見事3ワ人が的中~

大洲市長浜の本格的な秋の到来をつげる肱川あら

しが、 10月17日に確認されまし疋。舎年は、昨年よ

り1日遅れ、赤橋を吹き抜けるドラマチックな霧の

ショーが見られました。

9月21日まで募集していた肱川あらし発生初日当

てクイズには、全国か5586通の応募があり、見事、

熊本県の原田彰手さんほか36人が発生初日を的中さ

せました。

一， 

10月16日(日)、大洲市河辺支所周辺で健康文化フ

ェスティパルが開催されましだ。

文化協会発表会、作晶展、骨密度検査、歯科検診、

林業機械器具展示即売、ちちまきなどが行われ大勢

の人でにぎわいまし疋。健康づくり講演会では、松

多クリ二ツク医院長 松多克紀先生を講師にお迎え

し 111)の健康」と題しだ講演が行われました。

文化に触れ、健康について蓄え充実した一日にな

っだのではないでしょうか。

、

』ι
定p弓亀一一

大洲市三世代ふれあい交通安全教室が10月24日、
菅田保育所で開催されました。
この教室は、交通安全をテーマに楽しく受流し、
交通事故防止を図ることを目的に大洲市)(:通安全

推進協議会が実施しましだ。
宮田保育所には却児 ・保護者・高齢者など100人

が集まり、フ? ストフードの人気キャラクター
「ドナルドjが会場内に現れると、子どちだちか5
は大きな歓声があがり、コミ力ルな動きで楽し<
受通安全在学びましだ。
屋外では、シートベルト着用効果実験、正しい
横断歩道の歩き万、ホワイトロビンの白バイ乗車

などを体験していましだ。

10月9日、第3回肱川|自治大運動会が盛大に開催

されました。

まずは開会式で中央B自治会選手の力強い選手宣

誓を皮切りに競技が始まり、各自治会選手やその応

援固など、多<の皆さんが参加して力と摂を競いま

しだ。

舎年は、旧大洲市で行われている種目「ポール送

りJ1リムころがし」を取り入れまし走。
毎年恒例の「くいしん坊万歳」や夫婦競技などで

は笑いと歓声が飛び受い、楽しい一日になっだので

はないでしょうか。
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2∞512月号広組おおず

大
洲
市
は
8
月
白
日
、
大
洲
警
察
署
と
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た

大
洲
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や

建
設
工
事
に
関
す
る
調
査
・
測
量
・

設
計
業
務
か
ら
暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
介
入
を
排
除
し
、
公
共
事
業
の
適

正
な
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
大
洲

市
と
大
洲
警
察
署
と
の
相
互
連
絡
と

協
調
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
洲
市
で
は
、
公
共
事

業
に
関
す
る
暴
力
団
対
策
の
要
綱
等

は
な
く
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

LJ

LJ

LJ

hJ

、〆A
LJ

tJ

LJ

LJ

tJ

tJ

LJ

LJ

l、J

1J

LJ
 

J

介

心

紹

j

動

υ
活

、
J
u
の

に

J

M仙

A

一
A

LJ

M

性

一川
一
日
数

J
E
L
-
-
2
n
 

j

柑
保

J

舟
生更区地多喜洲大

今
回
の
調
印
で
競
争
入
札
の
参
加

資
格
者
な
ど
が
暴
力
団
の
疑
い
が
あ

る
場
合
に
は
、
市
長
は
照
会
を
行
い
、

警
察
署
長
は
そ
れ
に
対
す
る
事
実
に

つ
い
て
回
答
す
る
な
ど
の
情
報
交
換

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
森
市
長
は
、
「
現
在
の
と
こ
ろ
、

暴
力
団
の
介
入
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

十
分
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

更生保護女性会は、非行や犯罪をな

くし、 過ちを犯 した人たちの立ち直り

を支援するためのボランティア団体で

す。

時代は移り、社会は固まぐる しく変

わっています。しかし、社会に非行や

犯罪はあとを絶ちません。

わたしたち大洲・喜多地区更生保護

女性会は、大洲市・ 内子町内22支部、会員数650名の組織であり、

保護司・賛助会員のご指導のもと、活動の基本を地域活動において

います。 地域 ごとに具体的な課題に取り組み、人間愛と限りない情

熱をもって、非行や犯罪のないばかりか、誰もが人間らしく暮らせ

る社会を目指し、次のような活動を展開しています。

LJ

LJ

、〆パ

0社会を明る くする運動(毎年7月の強調月聞を中心にミニ集会活動)
O子育て支援のための地域活動
0矯正展への協力(松山刑務所)
0施設慰問活動(更生保護会雄郡寮 ・少年鑑別所等)
O会員相互の研修(南予地区研修会)
0他国体との連携強化等
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まだまだ、 地域の皆さんには活動が知れわたっておりませんし、

ご理解が得られていないのが現状です。

今年度のテーマ 【ひろげよう小さな輪(和)から大きな輪(和)

~地域社会に更女活動を浸透させよう~】 をもとに、皆さんにご理

解・ご協力がいただけるよう頑張っていきます。

活動にご賛同いただける方々をお待ちいたしております。

大洲・喜多地区更生保護女性会会長 野寄志げ子

) 
B24-6100(大洲市大洲隣保館) 場所 肱川公民館2階青年室
B25-0947 (大洲市大洲福祉会館) 問い合わせ先 肱川支所 B34-2311 
B52-1469 (今坊友愛館) 河辺地区
B53-0101 (櫛生福祉センター) 日時 12月12日開 午前9時~正午

場所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 B39-2111

-・E・-ーー弓認定型説草i:院-・E・・E・-
日時 月~金午前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所 市役所社会福祉課
問い合わせ先 B24-2111 (内線186)

内

一一一一一一一一一一一語気岡崎i:殿ーーーーーーーーーーー

案

大洲会場
日時 12月2日樹・15日制・22日休)
午前10時~午後3時30分

場所 大洲商工会議所
長浜会場
日時 12月9日樹午前10時~午後3時30分
12月20日制午後 1時~午後3時30分

場所 長浜町商工会
問い合わせ先 松山西社会

と
-'、、

‘ー談( 
問い合わせ先

相

ーーーーーーーーーーーー三震基2童話属選戸ーーーーーーーーーーーー
月~金午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 青少年センタ
問い合わせ先 B24-7830 
圃圃圃圃圃圃圃圃『理!fi1!ヨK.:J:llIII:膨遁麦野3・・・・・・・・
日時 月~木午前8時30分~午後5時15分
場所 国立大洲青年の家
問い合わせ先 B24-1414 

ーーーー.....語話集華道ヨ回電喝舗IIE匡週・・・・

大洲地区
日時 12月21日制 午前9時~正午
場所 本庁3階会議室
問い合わせ先 B24-5072 (山本)B24-4294 (辻)
舷川地区
日時 12月5日伺) 午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館2階青年室 時間
問い合わせ先 肱川支所 B34-2311
河辺地区
日時 12月12日伺) 午前10時~正午
場所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 B39-2111

局 324-4155

毎週月・水・金曜日[示百扉之}
午前9時~午後4時

場所 法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先 法務局大盤誼 B24-4155

大洲地区
日時 12月15日肘午前10時~正午
場所 南久米公民館
日時 12月19日開午前10時~正午
場所市役所3階会議室
問い合わせ先 急ぐときは法務

日時

務所3089-925-5105
日時一一一一一一一一一一一_~i'"・1'4I1:~一一一一一一一一一一

大洲地区
日時一般相談毎週月-水曜日
法律相談 毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

午前10時~正午、午後 1時~午後4時
※祝日・年末年始を除く

場所 総合福祉センター(相談室直通) B23・5629
問い合わせ先 総合福祉センタ 1階

社会福祉協議会窓口 B23-0313 

一一一一一一一一一r.i1~彊詔胃週1

-____~:i沼E毒-重量!ir;腎司・E・E・-

B24-4452 

日時 12月15日休) 午前9時~午後4時
場所 宅建協会大洲支部
問い合わせ先 債)上田喜六不動産

B52-1111 

長浜地区
日時 12月16日樹午前9時~午後3時
場所 長浜体育館和室
問い合わせ先 長浜社会福祉協議会
肱川地区
日時 12月5日何)

圃~三ヨ固Ei!I笛民ヨ同首~~諸国Ii'C藷j:験圃圃圃園

大洲地区・長浜地区
日時 月~金午前8時30分~午後5時15分

祝日・年末年始を除く
大洲市大洲隣保舘-大洲市大洲福祉会館
今坊友愛館・櫛生福祉センタ

午後 1時30分~午後4時30分場所

一一一-17
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852-3055 (長浜地区)
839-2111 (河辺地区)

長浜保健センター

河辺保健センター保健センヲー情報
大洲市保健センタ-823-0310(大訓地区)
肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 持参品

4ヶ月児健康診査 12月6日(火) 平成17年7月生まれ 大洲・長浜地区 母子健康手帳 アンケートーパスタオル

1歳6ヶ月児健康診査 12月20日(火)午後1時~午後 1時30分 大洲市保健センター 平成16年5月生まれ 市内全域 母子健康手帳・アンケート 歯ブラシ

3歳児健康診査 12月13日伏) 平成14年11月生まれ 市内全域 母子健康手帳・アンケー卜 歯ブラシ

12月の各種検診(健診)
〈乳幼児関係〉

エ
イ
ズ
予
防
週
間
の

お
知
ら
ぜ

をご覧下さい。

ロ
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
の

媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」

中
、
夜
間
電

話
相
談
・

H
I
V
迅
速
検
査
を
行
い

ま
す
。
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
当
日

初
分
で
結
果
が
出
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

実
施
日
ロ
月
1
日
(
木

)
iロ
月
2
日
(
金
)

午
後
5
時

1
午
後
8
時

場
所

八
幡
浜
保
健
所

1
階

方
法

無
料
・
匿
名
で
予
約
は
不
要
。

抗
体
検
査
は
、
感
染
の
機
会
か
ら
3

ヶ
月
以
上
経
過
し
な
い
と
検
査
に
出

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談
電
話
番
号

E
0
8
9
4
⑫
0
6
0
0
 

問
い
合
わ
せ
先

8
0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
 

「保健だよりJを掲載しています。ほかの保健行事につきましては、各地区の

(
内
線
3
1
4
)

※
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
の
午
前
山
時

か
ら
午
前
日
時
に
も
同
様
の
エ
イ

ズ
相
談
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※主な検診(健診)
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知
ら
せ

「
な
が
は
ま
風
土
記
」
の
販
売
に
つ
い
て

地
域
ご
と
の
歴
史
・
風
俗
文
化
を

活
用
す
る
素
材
と
し
て
、

旧
長
浜
町

を
7
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に
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け
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行
財
政
、
産
業
経
済
、
観
光
、
教
育
、

文
化
な
ど
テ
1
マ
ご
と
に
ま
と
め
編

集
し
た
小
冊
子
で
す
。
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巻

1

セ

ッ

ト

1
，
1

0

0
円

(
送
料
別
)

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
教
育
委
員
会
長
浜
支
所

教
育
課
生
涯
学
習
係

8
@
1
1
1
1
(
内
線
印
)

働
く
あ
な
た
が
困
っ
た
と
き
に

お
電
話
く
だ
さ
い
!

くらしの情報

大
自
宅
の
近
く
に
保
育
所
は
な
い
か

な

?

交
急
な
残
業
の
と
き
、
保
育
所
に
迎
え

に
い
け
な
く
て
困
っ
て
い
る

公
昼
間
一
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
食
事

の
支
度
が
心
配
:

育
児
・
介
護
・
家
事
代
行
の
情
報
を

無
料
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

フ
レ
!
フ
レ
l
l

2
0
2
0
テ
レ
フ
ォ
ン
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
8
0
8
9
・
9
3
4
・
2
0
2
0

受
付
時
間

月

1
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)

午
前
9
時
叩
分

1
午
後
4
時
叩
分

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ze…
と
さ
当
者
-
M
O
N
O
D
2
・
Z

側
幻
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

厳
し
く
な
り
ま
す
!

労
災
保
険
未
加
入
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
!

労
働
者
を
l
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
、
原
則
と
し
て
労
災
保
険
の
加
入
手

続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
月
1
日
か
ら
労
災
保
険
未
加
入
者

の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収
制
度
が

強
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
主

が
労
災
保
険
の
加
入
手
続
を
怠
っ
て
い
た

期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
に
、

労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
た
金
額
の

1
0
0
%
ま
た
は
胡
%
を
事
業
主
か
ら
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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@⑪GliJfD 
松山空港国際線を利用したモニターツアーを実施します。(旅

行代金の一部を協議会が負担)。ツアー終了後、簡単なアンケー

トにご協力ください。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
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編

集

後

記

…

夏
の
ク
1
ル
ビ
ズ
に
続
い
て
、
冬

一

…
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
が
ス
タ
ー
ト
。
過

一

日
度
の
暖
房
に
頼
ら
ず
、
寒
い
と
き
に
H

H

は
衣
服
を
着
込
み
、
寒
さ
対
策
を
す

日

…
る
も
の
で
す
。

自
分
で
も
で
き
る
身

…

日
近
な
地
球
温
暖
化
防
止
を
進
め
ま
し

い

一
ま
し
ょ
う
。

。

日

ツアー名 出発日
募集人数

(原則2人 1組)

美・食・遊・楽Inソウル
12ハ2(月)，14(水)，

85組(170名)
1/9(月)11(水)，23(月)，25(7]<)

ピョンテク市民交流 1/16開) 15組(30名)

満喫上海5日間 12/19，1/9，23，2/6，20 (全月曜) 60組(120名)

西安・北京周遊 2/6(月)，3/6(月) 25組(50名)

シンガポール・マレーシア周遊 2/13(月)，3/13(月) 15組(30名)

【問い合わせ先】

松山空港利用促進協議会事務局

3089-912-2311 

松山空港利用促進協議会ホームページ

http://www1.e-machisite.net/ap-ehime/ 

(県庁国際交流課内)

|救急当番病院 I

宮)

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間 ・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)
ft 24 -2151 

加戸病
ft 24 -5101 

大洲記念病院(徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東大洲)
ft 24 -4551 

-EEEJ3Ei主主血1=1;][ヨ圃
村)

森)

院(若

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

村)

村)

科(東大洲)

浜)院(長

祖母井医
ft 24 -3756 

沢井耳鼻咽帆気管鎚科(中
ft 24 -2510 

さわい小児科医院(中
ft 24 -7530 

亀井小児
ft 24 -3757 

辻内科医
ft 52一0174

院(中12月4日田)

12月11日(日)

12月18日(日)

12月23日(針

12月25日(日)

市県民税 (4期}

国民健康保険税 (6期}

介護保険料 (6期}

納期限は12月26日です.

平成17年度税金なとの納期一覧

税 別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定資産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

10月末
昨年同期

現在

件 数 271 261 

負傷者 354 341 

死 者 3 5 

一一一19



~~rJ@飽毘づ〈り閏鼠色
~目を向けよう、こころの健康~

現代社会の中でストレスを感じる人は多く、生涯を
通じて 5人に 1人は精神疾患にかかると言われていま
す。
誰にでもありえる「こころjの病気について関心を
深め、 「こころJに病を持っていてもいきいきと地域の
中で暮らせる方法を、一緒に考えてみませんかっ

日時 12月17日(土)午後1時30分(開場午後1時)
場所 大洲市総合福祉センタ- 4階大ホール

(大洲市東大;j'i'!270番地 1) 
入場料 無料

-*-*プログラム*-*-

活動紹介 大洲市で精神障害者への支援活動を行ってい

るグループや、当事者の活動を紹介します

①精神保健ボランティアあゆみ

②大洲喜多家族会

③当事者の活動紹介

講演 「あなたのこころはお元気ですか?J
気になることろの病気・ こころの健康を保つため

のポイントや、誰もが自分の暮らしている地域で

自分らしく生きていくことについてのお話です。

講師金j畢彰先生

精神科医(元愛媛大学教授)

主催/大洲市 共催/八幡浜保健所
協力機関/大洲喜多家族会・神山共同作業所精神保

健ボランティアあゆみ・平成病院・くじら
病院・双岩病院・地域生活支援センターく
じら・愛媛県精神保健福祉センター ・大洲
市社会福祉協議会

問い合わせ先 大洲市保健センタ- 323-0 3 1 0 

大洲の野p鳥 No.11 

E強入式@ご費量肉
大洲市では、成人を迎える皆さんの輝かしい未来を祝

福するため、記念式典を開催します。

日時 1月8日(日午後 1時~

場所 大洲市民会館大ホール

女大洲・長浜・肱川・河辺の新成人が一堂に集います

女案内状をお届けします

市内に住所を有する新成人の皆さんへ案内状を送付し

ます。

*:市外にいても大丈夫です

家族が市内に住んでおり、進学・就職により市外に転

出している人も参加できます。

女参加対象者

昭和60年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれ

た人で、大洲市に住民票がある人、または転出者で市内

に家族が住んでおり、参加を希望する人

女参加申し込みが必要です

参加希望者は、生涯学習課、最寄りの公民館まで申し

込んでください。

女問い合わせ先

教育委員会生涯学習課 324-1 7 3 5 (直通)

ツグミ(鵜}スズメ 目ツグミ科全長 24cm

11月中旬になると[フイ ッ、フイ ッjと上空を小群で鳴きなが
ら、飛んでいるヒヨドリ くらいの鳥を見かけるようになります。
冬鳥としてアムール川流域やカムチャッカなどで子育てを終えて、
暖かい(人の心も)この地へやって来ます。昭和30年代までは大
切なタンパク源として、カスミ網で大量に捕獲され、急激に数を
減らしましたが、法律で網の使用が禁止され、やっと保護したと
いう悲しい過去があります。また、ツグミ科の鳥は陸上の鳥とし
ては日本で一番種類が多く、乾いた田んぼや畑で動いては止まり、
胸を張って餌をついばんでいる茶色っぽい姿を見かけたら、まず
このツグミです。
名前の由来は口をつぐむような鳴き声、または、夏を過ぎたら
鳴かなくなる(夏鳥のツグミ科)から付いたそうです。

NPO法人 かわうそ復活プロジェクト @ 
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